
・点　鐘　馬場会長
・ソング　手に手つないで
・卓　話　関田直子様

【会長報告】
　次年度６０周年の記念事業について森会長エレクト
と話をする中で、子どもの現状に向けて何か取り組
めないだろうかということになり、内沼県議に相談
したところ、関田市議を紹介頂きました。事業の参考
となる卓話が頂けたらなと思っております。次年度
への足がかりとなるよう本年度テーマも（次年度へ）

「希望を繋ごう」とさせて頂きました。周年実行委員
長は土屋パスト会長に快くお受け頂き感謝申し上げ
ます。皆様のご協力よろしくお願い致します。
　木川泰宏会員より退会届が提出。出席できるよう
になったらいつでも歓迎しますとお伝えしました。
　入間南ＲＣ１１／２８公開講演会。ナザリンコ・アンド
リー氏「ウクライナの轍を踏むな！」。ご参加下さい。

【幹事報告】
　１１月のプログラム、前回議事録配付。１１／８理事会
５階。１９９０年、ＷＨＯに居た尾身茂氏はポリオ根絶
のため、まずロータリアンに声をかけ、次に国に働き
かけ、１０年かけて精力的にアジアを回り、西太平洋
地域のポリオを「０」にしたとの記事（日経）。ＲＣ全３４
地区からの募金は９６０万円に上ったそうです。地区

「甦れ２５７０プロジェクト」１／２６大相撲観戦希望の方
は１１／１３締切。５／２４～２８シンガポール国際大会
参加希望の方は仮登録をお願いします。
◎例会変更のお知らせ
◇入間南ＲＣ
・１１／１４（火）「こども太鼓体験会」に振替
・１１／２１（火）　例会取止め（定款８－１―Ｃ）
・１１／２８（火）「オープン例会」に変更 開会１８時半
　　　　　　「入間市産業文化センター」
・１２／２６（火）「クリスマス家族会」１８時「プリーツ・Ｉ」
◇所沢ＲＣ
・１１／１４（火） 振替休会　親睦旅行１１／１０・１１
・１１／２１（火） 定款規定により取止め
・１２／１９（火） 移動例会　クリスマス会
・１２／２６（火） 定款規定により取止め

【委員会報告】
◎ロータリー情報委員会　　　　　　　　　田辺君
　冊子「ロータリーこぼれ話」を手作りしましたので
ご一読下さい。１１／２２（水）１８時、入会３年未満およ
び１０年未満会員の第１回炉辺会談を開催します。
◎クラブ奉仕委員会　　　　　　　　　　　島田君
　委員会よりアンケートのお願いです（１１／１５締切）。
重点目標「出席率９３％」ですが７～９月、１００％以上の
出席率の方は６名、７０～５０％以下が１３名。年度末ま
でにＭＵすれば出席となります。来月からは耳元で
囁かせて頂くかもしれません。ご協力お願いします。
◎親睦活動委員会　　　　　　　　　　　天ヶ瀬君
　報告前にまず御礼を申し上げます。父の葬儀の際
には皆様に大変お世話になりました。
　１２／２０「クリスマス家族例会」点鐘１８時。会費１万
２千円、ご家族様１万円、お子様５千円。申込締切は
１１／２３です。よろしくお願いします。
◎米山記念奨学委員会　　　　　　　　　　本橋君
　本日までに小川晃男パスト会長、馬場正春会長、
森健二会長エレクト、本橋勝より、特別寄付を頂戴
しました。誠に有難うございました。

【出席報告】ＭＵ０・無届欠席１　山口出席向上委員

【ロータリーの友】                  鳥居雑誌委員
１０月号横組Ｐ４、ＲＩ会長の重視するメンタルヘルス。
１０／１０は「世界メンタルヘルスデー」。Ｐ７～「若者の
自立促す支援のカタチ」児童養護施設出身者の実態、
支援する卒業生２名と大津中央ＲＣの取組み等。「人
を育もう」という企業の考え方が大切。Ｐ１５～つくば
市で「米山学友世界大会」。縦組Ｐ４～働く人が減って
いく中で、社会的に配慮が必要な方を如何に戦力に
していくかが重要とのことです。

【ＳＡＡ報告】
◎ニコニコＢＯＸ

・関田さん、本日は卓話よろしくお願い致します。
　　　馬場君、矢島（巌）君、加藤君、内沼君、髙橋君
　　　　　　　　　　　　吉澤君、前島君、本橋君
・遅刻しました。　　　　　　　　　　　　小川君
・早退します。　　　　　　　　　　　　　半田君
本日計１１，０００円、累計額２８０，５０１円。
◎８日例会当番は小谷野会員です。

【卓　　話】
講師紹介　　　　　　　　　　加藤社会奉仕委員長
　飯能市議会議員として副議長も経験され現在２期
目。原市場ご出身。大学卒業後、軽井沢のホテルや都
内のウエディング会社に就職し、宿泊・サービス業に
従事。結婚、妊娠を通し、行政への疑問や児童虐待等
さまざまな現況を憂慮されるようになり、課題解決
および自分と同様の疑問や不安をもつ方の気軽な相
談相手になれるよう一念発起して議員になられまし
た。ますます精力的に議員活動をされております。

　この１０月、埼玉県内では子どもに関して改めて考え
直す機会があったのではないかと感じております。
「飯能市要保護児童対策地域協議会」には貧困や虐
待を受ける子どもの取り扱いが例年１００件程ありま
す。子どもに起こり得る「マイナス因子」は貧困、虐待、
核家族、少子化、ヤングケアラー、性被害、いじめ、不
登校、情報過多（スマホやタブレット等）、特定妊婦（若
年妊娠等）、奨学金返済等さまざまあり、お金だけで
なく心の貧困を抱えるお子さんも多いと感じます。
　貧困にもさまざまな定義があるのですが、子ども
の貧困を表す時には「絶対的貧困」「相対的貧困」という
言葉を使います。前者は人間らしい生活ができない
戦時下のような状況のこと。後者は国や社会、地域な
どにおいて大多数より貧しい状態のこと。平均年収
より低い年収の家庭に育っている子どもの中には三
食きちんと食べられない、修学旅行や塾に行けない、
部活の道具が買えない、家が狭い、うるさい、机が無
い等あり、この「相対的貧困」の子どもの割合は１３．５％
７人に１人となっています（２０１９年日本財団調べ）。
　貧困になってしまう理由として、まず「低所得者が
多い」ことが挙げられます。私の年代頃から非正規雇
用が大幅に増え、社会保障が滞ったり、シングル家庭
も増加しています。資本主義経済の景気動向や地震・
大雨等の自然災害、コロナ禍も大きく家庭の状況に
影響し、また、政府がどのように対応するかによって
も大きく左右されていくのかなと思います。
　シングル家庭の所得はどうしても低いのですが、
もう一つ、養育費の未払いも４人に３人、７５％が養育
費をもらっていないという状況があります。
　このままでいくと「所得」「税・社会保障の純負担」

「正規職員」はこの表（「現状シナリオ」）のようになり
ますが、社会情勢やさまざまな要因を変えた場合は
数値が上がります（「改善シナリオ」）。現状では負の
スパイラル／親の収入が低い→家庭環境が荒れて勉
強に身が入らない→十分な教育が受けられない→進
学できない（生活保護世帯の子の進学率が低い）→就
職に不利→成人して営む世帯も貧困という傾向にあ
る。この連鎖を断ち切って解消し、同じスタートラ
インに立てる環境整備が強く求められています。
　無垢で産まれてきても親から暴言を浴びたり、お
金が無いからあれもこれもやってはダメとなると、
子どもは自己肯定感が非常に低くなり、「何のために
生まれてきたのか」を子どもながらに考え、生きる力
がどんどん失われてしまいます。
　理想の社会に向けて我々ができることは何か。そ
れは、安心していられる居場所づくり、信頼できる大
人との出会い、学びの機会、さまざまな体験といった
ことではないでしょうか。
　孤食、十分な食事が摂れない等で、２０１０年頃から

「こども食堂」は広まりました。
ただ、貧困の家庭の子だけを
集めるのは非常に難しいので
す。個人情報であり、貧乏を認
めたくないという親の気持ち
や、「あの子のうちは貧乏なん
だ」という情報がいじめに繋
がる場合もある。そのため今
は「地域の繋がりの場として
の“こども食堂”」という認識
です。と言うのも子どもの抱
える問題は決して貧困だけで

はないのです。人の「困っている」というのは案外見え
難く、だからこそ皆の場所にする必要があると考え
ます。親や子の居場所は「こども食堂」のほかにも、
放課後の居場所や地域の大人がいるホッとできる居
場所、プレイパーク等、市内に数か所あります。
　５年程前、私の住む地区の学校長が民生委員さんに

「あの子は夏休みにごはんを食べられるのかしら」と
仰ったそうです。朝ごはん抜きで給食をたくさん食べ
る子がいる。その民生委員さんから相談を受け、夏休
みに早速「こども食堂」をやってみようということに
なりました。学童クラブに高学年が入れず、安心で
きる居場所を作りたいとのことで「みんなのいばしょ
korokoro」をお母様方と運営させて頂いております。
「居場所」は民間ボランティア、ＮＰＯが主体となっ
て、社協、民生委員、学校、企業等と連携・協力して運営
されています。現役大学生による「駄菓子屋」。「プレ
イパーク」では水鉄砲やダンボールハウスといった
お金のかからない遊びを楽しむことができます。
　行政支援としては国の「こども未来戦略方針」中３・
高３模試受験料への補助等に期待しています。親子
の「子育て支援拠点」子どもが小さい時に夫の手助け
がなく離婚に至るケースも多いので、悩み相談ので
きる場所です。「学習支援事業」中学生に元教員が無償
指導。「相談事業」「奨学金」。養育費をもらうための離
婚時の公正証書作成費用への補助は今年度開始。缶
詰１個を一晩のおかずにするという家庭もあるそう
です。県を通じたＮＰＯ事業「フードパントリー」他。
　各団体の課題はまず資金面。行政からは基本的に
お金は頂いておりません。コロナ禍の経済支援（昨年
度から各団体に５万円）も継続ではありません。社協
や財団等からの助成金で始まって今は持続可能な資
金調達が課題です。開催会場も専用の場所があれば
いつでも開催でき、大きなメリットがあります。空き
店舗の有効活用をしたくても相談場所が分からない、
賃料支払い困難、所有者の理解が得られない等あり
ます。「こども食堂」には近隣から食材の無償提供があ
るのですがもっと地域と繋がりたいという声もある。
そして、スタッフの確保。ボランティア活動は人と人が
やっているので、全てうまくいくかと言うと決して
そういうものではありません。子ども達のことを思っ
て継続的にやれる人材の確保は非常に大切です。
　市内の企業や団体の皆様に子どもに関する事業内
容を知って頂き、お互いにできることを話し、マッチ
ングさせたいと思っています。「こども食堂」をやっ
ていた時には「はんきゅう」様からデザート等の食材
を無償でご提供頂き大変助かりました。
　最後に、皆様へのお願いとしては実際に現場を見て
頂きたいのです。「子どもがかわいそうだ」という強
い思いで始められた運営者、当事者の方と会って話
をして頂き、ＲＣさんならではの何らかの支援をして
頂ければ本当に有難いなと思っています。地域の課
題に沿った内容で取り組みたくても、居場所をつく
るための支援はなかなか受けられず、産後のことや
ワークライフバランスの問題もある。貧困の家庭に
生まれると学資保険にも入れず、奨学金の返済に苦
しむこともあります。小さな子に目が行きがちです
が、大学を卒業するまで、全体的に見た時に貧困の連
鎖があり、それによって心が安定しないお子さんも
多くなっているというのが現状です。
　飯能にも困難な状況に置かれたお子さんがいると
いうことを改めて知って頂き、飯能市の子ども達に
是非力を貸して頂ければと思います。
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内のウエディング会社に就職し、宿泊・サービス業に
従事。結婚、妊娠を通し、行政への疑問や児童虐待等
さまざまな現況を憂慮されるようになり、課題解決
および自分と同様の疑問や不安をもつ方の気軽な相
談相手になれるよう一念発起して議員になられまし
た。ますます精力的に議員活動をされております。

　この１０月、埼玉県内では子どもに関して改めて考え
直す機会があったのではないかと感じております。
「飯能市要保護児童対策地域協議会」には貧困や虐
待を受ける子どもの取り扱いが例年１００件程ありま
す。子どもに起こり得る「マイナス因子」は貧困、虐待、
核家族、少子化、ヤングケアラー、性被害、いじめ、不
登校、情報過多（スマホやタブレット等）、特定妊婦（若
年妊娠等）、奨学金返済等さまざまあり、お金だけで
なく心の貧困を抱えるお子さんも多いと感じます。
　貧困にもさまざまな定義があるのですが、子ども
の貧困を表す時には「絶対的貧困」「相対的貧困」という
言葉を使います。前者は人間らしい生活ができない
戦時下のような状況のこと。後者は国や社会、地域な
どにおいて大多数より貧しい状態のこと。平均年収
より低い年収の家庭に育っている子どもの中には三
食きちんと食べられない、修学旅行や塾に行けない、
部活の道具が買えない、家が狭い、うるさい、机が無
い等あり、この「相対的貧困」の子どもの割合は１３．５％
７人に１人となっています（２０１９年日本財団調べ）。
　貧困になってしまう理由として、まず「低所得者が
多い」ことが挙げられます。私の年代頃から非正規雇
用が大幅に増え、社会保障が滞ったり、シングル家庭
も増加しています。資本主義経済の景気動向や地震・
大雨等の自然災害、コロナ禍も大きく家庭の状況に
影響し、また、政府がどのように対応するかによって
も大きく左右されていくのかなと思います。
　シングル家庭の所得はどうしても低いのですが、
もう一つ、養育費の未払いも４人に３人、７５％が養育
費をもらっていないという状況があります。
　このままでいくと「所得」「税・社会保障の純負担」

「正規職員」はこの表（「現状シナリオ」）のようになり
ますが、社会情勢やさまざまな要因を変えた場合は
数値が上がります（「改善シナリオ」）。現状では負の
スパイラル／親の収入が低い→家庭環境が荒れて勉
強に身が入らない→十分な教育が受けられない→進
学できない（生活保護世帯の子の進学率が低い）→就
職に不利→成人して営む世帯も貧困という傾向にあ
る。この連鎖を断ち切って解消し、同じスタートラ
インに立てる環境整備が強く求められています。
　無垢で産まれてきても親から暴言を浴びたり、お
金が無いからあれもこれもやってはダメとなると、
子どもは自己肯定感が非常に低くなり、「何のために
生まれてきたのか」を子どもながらに考え、生きる力
がどんどん失われてしまいます。
　理想の社会に向けて我々ができることは何か。そ
れは、安心していられる居場所づくり、信頼できる大
人との出会い、学びの機会、さまざまな体験といった
ことではないでしょうか。
　孤食、十分な食事が摂れない等で、２０１０年頃から

「こども食堂」は広まりました。
ただ、貧困の家庭の子だけを
集めるのは非常に難しいので
す。個人情報であり、貧乏を認
めたくないという親の気持ち
や、「あの子のうちは貧乏なん
だ」という情報がいじめに繋
がる場合もある。そのため今
は「地域の繋がりの場として
の“こども食堂”」という認識
です。と言うのも子どもの抱
える問題は決して貧困だけで

はないのです。人の「困っている」というのは案外見え
難く、だからこそ皆の場所にする必要があると考え
ます。親や子の居場所は「こども食堂」のほかにも、
放課後の居場所や地域の大人がいるホッとできる居
場所、プレイパーク等、市内に数か所あります。
　５年程前、私の住む地区の学校長が民生委員さんに

「あの子は夏休みにごはんを食べられるのかしら」と
仰ったそうです。朝ごはん抜きで給食をたくさん食べ
る子がいる。その民生委員さんから相談を受け、夏休
みに早速「こども食堂」をやってみようということに
なりました。学童クラブに高学年が入れず、安心で
きる居場所を作りたいとのことで「みんなのいばしょ
korokoro」をお母様方と運営させて頂いております。
「居場所」は民間ボランティア、ＮＰＯが主体となっ
て、社協、民生委員、学校、企業等と連携・協力して運営
されています。現役大学生による「駄菓子屋」。「プレ
イパーク」では水鉄砲やダンボールハウスといった
お金のかからない遊びを楽しむことができます。
　行政支援としては国の「こども未来戦略方針」中３・
高３模試受験料への補助等に期待しています。親子
の「子育て支援拠点」子どもが小さい時に夫の手助け
がなく離婚に至るケースも多いので、悩み相談ので
きる場所です。「学習支援事業」中学生に元教員が無償
指導。「相談事業」「奨学金」。養育費をもらうための離
婚時の公正証書作成費用への補助は今年度開始。缶
詰１個を一晩のおかずにするという家庭もあるそう
です。県を通じたＮＰＯ事業「フードパントリー」他。
　各団体の課題はまず資金面。行政からは基本的に
お金は頂いておりません。コロナ禍の経済支援（昨年
度から各団体に５万円）も継続ではありません。社協
や財団等からの助成金で始まって今は持続可能な資
金調達が課題です。開催会場も専用の場所があれば
いつでも開催でき、大きなメリットがあります。空き
店舗の有効活用をしたくても相談場所が分からない、
賃料支払い困難、所有者の理解が得られない等あり
ます。「こども食堂」には近隣から食材の無償提供があ
るのですがもっと地域と繋がりたいという声もある。
そして、スタッフの確保。ボランティア活動は人と人が
やっているので、全てうまくいくかと言うと決して
そういうものではありません。子ども達のことを思っ
て継続的にやれる人材の確保は非常に大切です。
　市内の企業や団体の皆様に子どもに関する事業内
容を知って頂き、お互いにできることを話し、マッチ
ングさせたいと思っています。「こども食堂」をやっ
ていた時には「はんきゅう」様からデザート等の食材
を無償でご提供頂き大変助かりました。
　最後に、皆様へのお願いとしては実際に現場を見て
頂きたいのです。「子どもがかわいそうだ」という強
い思いで始められた運営者、当事者の方と会って話
をして頂き、ＲＣさんならではの何らかの支援をして
頂ければ本当に有難いなと思っています。地域の課
題に沿った内容で取り組みたくても、居場所をつく
るための支援はなかなか受けられず、産後のことや
ワークライフバランスの問題もある。貧困の家庭に
生まれると学資保険にも入れず、奨学金の返済に苦
しむこともあります。小さな子に目が行きがちです
が、大学を卒業するまで、全体的に見た時に貧困の連
鎖があり、それによって心が安定しないお子さんも
多くなっているというのが現状です。
　飯能にも困難な状況に置かれたお子さんがいると
いうことを改めて知って頂き、飯能市の子ども達に
是非力を貸して頂ければと思います。

飯能市内の子ども達の現状と
ロータリークラブに期待すること

飯能市議会議員 関 田 直 子 様


